
◎道路交通法の一部を改正する法律 
（令和二年六月一〇日法律第四二号）   

一、提案理由（令和二年三月三一日・参議院内閣委員会） 

○国務大臣（武田良太君） ただいま議題となりました道路交通法の一部を改正する法

律案につきまして、その提案理由及び内容の概要を御説明いたします。 

 この法律案は、最近における道路交通をめぐる情勢に鑑み、一定の要件に該当する高

齢運転者に対する運転技能検査制度及び申請により運転免許に条件を付することができ

る制度の導入を行うとともに、第二種運転免許等の受験資格の見直し、他の車両等の通

行を妨害する目的で一定の違反行為をした者に対する罰則の創設等を行うことをその内

容としております。 

 以下、項目ごとにその概要を御説明いたします。 

 第一は、高齢運転者対策の推進に関する規定の整備であります。 

 その一は、七十五歳以上の者のうち一定の基準に該当するものは、運転免許証の更新

を受けようとする場合には、運転技能検査を受けていなければならないこととするとと

もに、その結果が一定の水準に達しない者に対し、公安委員会は運転免許証の更新をし

ないことができることとするものであります。 

 その二は、運転免許を受けた者は、公安委員会に対し、運転免許に、その者が運転す

ることができる自動車等の種類を一定の安全運転サポート車に限定するなどの条件を付

することを申請することができることとするものであります。 

 第二は、運転免許の受験資格の見直し等に関する規定の整備であります。 

 その一は、一定の教習を修了した者は、十九歳以上であり、かつ、普通自動車免許等

を受けていた期間が通算して一年以上である場合には、受験資格の特例として、第二種

運転免許の運転免許試験を受けることができることとするものであります。 

 その二は、この特例により取得した免許を現に受けている者であって、自動車等の運

転に関し道路交通法の規定等に違反する行為をし、一定の基準に該当することとなった

ものに対し、若年運転者講習の受講を義務付けるとともに、公安委員会は、講習の通知

を受けた者が講習を受けないと認めるとき等は、その者が特例により受けている免許を

取り消さなければならないこととするものであります。 

 第三は、悪質・危険運転者対策の推進に関する規定の整備であります。 

 これは、他の車両等の通行を妨害する目的で一定の違反行為をした者に対する罰則を

創設するものであります。 

 第四は、その他の規定の整備であります。 

 これは、乗り合い自動車の停留所等における駐停車の禁止から除外する対象の拡大、

車輪止め装置の取付けの措置による違法駐車行為の防止に係る規定の削除等をするもの

であります。 

 なお、この法律の施行日は、高齢運転者対策の推進に関する規定の整備、運転免許の



受験資格の見直し等に関する規定の整備等については公布の日から起算して二年を超え

ない範囲内において政令で定める日、悪質・危険運転者対策の推進に関する規定の整備

については公布の日から起算して二十日を経過した日、その他の規定の整備については

公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日としております。 

 以上が、この法律案の提案理由及びその内容の概要であります。 

 何とぞ、慎重御審議の上、速やかに御賛同賜らんことをお願いいたします。 

二、参議院内閣委員長報告（令和二年四月三日） 

○水落敏栄君 ただいま議題となりました法律案につきまして、内閣委員会における審

査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、最近における道路交通をめぐる情勢に鑑み、一定の要件に該当する高齢

運転者に対する運転技能検査制度及び申請により運転免許に条件を付することができる

制度の導入を行うとともに、第二種運転免許等の受験資格の見直し、他の車両等の通行

を妨害する目的で一定の違反行為をした者に対する罰則の創設等の措置を講じようとす

るものであります。 

 委員会におきましては、運転技能検査及び高齢者講習の在り方、第二種免許の受験資

格の見直しの効果及び安全確保策、あおり運転に対する罰則の内容等について質疑が行

われましたが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 なお、本法律案に対し附帯決議を行いました。 

 以上、御報告申し上げます。 

〇附帯決議（令和二年四月二日） 

 政府は、本法の施行に当たり、次の諸点について適切な措置を講ずるべきである。 

一 高齢運転者対策として導入される運転技能検査については、その目的が重大事故の

防止であることに鑑み、可能な限り明確な判定基準を定め合否を客観的に判断できる

ようにすること。 

二 高齢運転者に対して公安委員会が行うこととされている運転技能検査、認知機能検

査及び高齢者講習等に関する業務を自動車教習所等に行わせる場合においては、適切

な委託料の設定、警察による支援等により、自動車教習所等の負担が過度なものとな

らないよう留意すること。 

三 高齢運転者が運転免許を返納した後においても日常生活に支障が生ずることのない

よう、国及び地方公共団体が協力し、地域公共交通網の整備・維持に向けた施策を推

進すること。 

四 第二種免許の受験資格の見直しに当たっては安全確保を最優先とする必要があるこ

とから、旅客自動車運送事業者等が免許を取得した者に対して講ずる指導、監督等に

おいては、関係省庁の連携の下で、事業者への安全指導を強化するとともに、安全対



策に万全を期すこと。 

五 地域公共交通や物流の担い手である自動車運転業務における人材確保のため、旅客

自動車運送事業等の経営実態等も踏まえ、長時間労働の是正に向けた労働環境整備を

推進すること。 

六 妨害運転（いわゆる「あおり運転」）を未然に防止するため、罰則の対象行為、法

定刑等について周知徹底するとともに、取締りの実効性を確保するため、ドライブレ

コーダーの普及促進に向けた広報に努めること。 

  右決議する。 

三、衆議院内閣委員長報告（令和二年六月二日） 

○松本文明君 ただいま議題となりました法律案につきまして、内閣委員会における審

査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、最近における道路交通をめぐる情勢に鑑み、一定の要件に該当する高齢運転

者に対する運転技能検査制度及び申請により運転免許に条件を付することができる制度

の導入を行うとともに、第二種運転免許等の受験資格の見直し、他の車両等の通行を妨

害する目的で一定の違反行為をした者に対する罰則の創設等を行うものであります。 

 本案は、参議院先議に係るもので、去る五月二十六日本委員会に付託され、翌二十七

日武田国家公安委員会委員長から提案理由の説明を聴取いたしました。次いで、二十九

日に質疑を行い、質疑終局後、採決の結果、本案は全会一致をもって原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 


